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ｉ
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ｕ
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Ｉ
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７
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鐵
籾
み
ふ
撒
く
画

蜘
那
棚
馴
人
事
缶
０
４
、
３
や
ｊ
琶
巻
ｆ
４

ｌ
麦

沙
子
皇
蚕
露
恥
基
ヤ
，
つ
心
臓
渉
ツ
ふ

う
ご
く
蜘
澗
ｊ
ｂ
２
ｆ
め

↓

渡
雀
乳
や
之
γ
ｊ
孟

夏
童
，

“
糾
琿
Ｚ
や

山
脇
亨
γ
く

大
歯
鎭

協
１
／
勺
巍
柳
寺
↓
も
‐
Ａ
１
入
⑧
墜
呼
ふ
の
↓
や

匂
ｒ
乞
渉
輌
少
う
傷
』
津
”
。
ｉ
八
斜
、
鍵
ぐ
続
暁
γ
ご
一
必
打
州

い
？
ワ
い
く
少
．

涌
裟
恥
ろ
り
さ
を
皇
４
４
塁
章
穴
歎
入

も

”
＃
か
華
的
‐
、
１
９
聯
謬
う
ゑ
近
祇
）
六
閲
裁
交

ク
Ｉ
ｈ
９
Ｉ
堕
巨
‐
ｐ
ｋ
７
ｌ
、
Ｊ
叶
い
Ｋ
Ｍ
Ｋ
塾
啄
訊
埠
孤
尋
へ
穏
強
へ
皿
啄
悉
諏
奎
舗
帥
川
内
塾
遁
篝
蛾

’

癖

ー一一E-- －－‐ 一一‐ ゴ
- , ‐＝戸





－－

岸
------一・.~･･一‐ ■■－－‐ ‐

可

kl



、

『

●

辛
棚
７
’
も
、
、
奇
『
《
、
ノ
ノ
ハ
ー
ノ
ー
ノ
、
、
抑
添
ノ
ヂ

〃
Ｌ
Ｖ

隊
阿
醐
鼎
Ⅲ
ふ
ぐ
多
八
／
ｈ
’
小
心
り
麓
や
１
州
い
Ⅲ

ｒ
７
ｊ
ｋ
７
ｌ
ｌ
↓
ｔ
七

制
貿
ム
ァ
ヮ
感
常
為
鷺

呼
’
ず
斗
爾
め
よ
イ
リ
ひ
？
灸
ソ
今
～
ぬ
く

少
剛
“
汀
や
く
ク
堪
艮
Ｘ
４
．
僻
仏
参
少
飛

嘱
診
ｋ
の
弓
ｊ
さ
穴

八
冊
＃
顔
穴

惹
極
轆
水
一

h



I
L



■

'

、

、

雌
否
Ｉ
隻
烹
７
巻
溝
挙
翻

撫
４

畦
乃
晶
、

艸
茄
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
伽
１
１
心
も

き
少
身
這
朧
基
臨
１
４
里
ｂ
み

る
ウ
奮
堂
縮
？
毛
羅
令
４
ウ
パ

翼
？
典
さ
お
夫
甦
り
み
＃
‘
函

ふ
ず
曇
Ｉ
ザ
着
る
今
逢
盗
も
鳧

稲
人
や
聯
制
息
？
～
ん
妙
～
露
”

象
遼
峻
聡
ろ
！
＃
鼠
驚
く

、

術
焔
篭
ふ
あ
ふ
蕊
典
椅
今

４
師
１
３
幻
心
Ｙ
ｊ
茨
脇
鯛
及

1
･



－一－=一

」

、、 、
、

1

ｉ
…

風
習
蕊
蕊
蕊
塞

幕
秋

彙
貨
で
雄
１
Ｊ
要
！
（
巴
夫

言
曇
の
？
参
参
髪
７
さ
蟇

彦
涛
…
蓄
了
秀
参
り
葵

青
み
で
帆
１
１
＆
為
八
易
管
う
り
臘
篭

稔
号
農
妻
轆
上
そ
ゑ
曇
葦
薯

ｒ
島
ｌ
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ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
Ｉ
’
’
１
１
１
１
１
６
Ｊ
、

、
今
Ｉ
ノ
心
人
〆
ｔ
お
い
侭
曾
巡
ら
も
御
尋
ふ
八
鱒
シ

渉
認
聞
溺
４
４
Ｌ
り
み
易
ｉ
Ｉ
ｊ
２
ミ
ネ
鳥
瓜
我
撚
寺

１
＄
多
可
と
ｘ
γ
～
燃
電
４
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３
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ｆ
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萱
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猟
附
万
？
骨
＃
爪
閣
ｒ
；
ん
ｆ
凡
側
叩
釧
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身
馳
ｆ
■
詔
弾
き
弓
１
３
ｔ
す

と
胸
叩
も
霧

論
叫
嬰
：
え
偽
り
戒
、
き
み
森
７
窕
亀
守

樋
韓
馴
畑
刈
鳴
子
鞭
く
Ｚ
ｙ
砿
ハ
ト
枝

１
１

あ
３
＄
ろ
虜
ク
河
４

４

鐘
１
兆
ｖ
守
る
塾
い
う
、
う
て
撰
魚

〃
琴
ｉ
強
、
く
雑
い
§
れ
う
ｊ
や
肉
・
晶
一
井

緋
Ⅷ
乃
鼠
ふ
あ
腿
け
ど
う
皇
ｊ
眩
膝
品
卜
殺

雇
う
州
塗

し
め
３
ペ
ア
総
妙
包
箆

〃
？
寺
汀
ｉ
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７
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可
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伽
喰
得
駆

為
弼
涯
購
Ｔ
ろ
潅
永
；
ｉ
ｉ
珍

伽
今
陥
砲
吋
職
凹

め
＃
～
く
し
～
墨
ｃ
仙
仙
ｊ
り
り
ｆ
ｉ
ｌ
必
吟
専
洲

靴
暗
得
雌

淑
遂
乃
猟
ソ
紗
今
ｉ
ｉ
ｉ
い
：
心
Ｕ
う
ゎ
も
４
灘
へ

や
，
弓
ム
ヅ
＆
ぴ
あ
の
蹄
？
§
側
Ｊ
１
あ
Ｉ
糺
八
‐
袖
閥
＆

も
穂
傘
清
潔
や
息

毒

蟇
；

蕊
や
伽
霞
ノ
ｈ
ろ
亀
忍
蓋
塞

碕

零
認
や
う
！
’
茎
ら
巧
蝋
儀
似

っ
今
う
参
Ｉ
こ
腎
上
今
Ｉ
鴛
私
一
杵

鍵
遜
や
４
人
冒
篭
令
群
今
邊
女
蝋

千
獄
も
冨
臘
薯
荊
～
＆
２
４
禽
霜

，
拡
龍
嘩
埼
・
今
ロ
餌
調
隠
〃
匂
即
入

蛎
畠
ｌ
者
松
夫
１
１
１
１

１
９
Ｉ
１
０
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
‐

３
忽
？
ｚ
気
久
ｒ
，
縦
７
Ｊ
う
り
一
崎
患
患
簿
？一
一

雑
食
ろ
妾
闘
淳
さ
あ
く

た
Ｉ
く
ふ
き
り
鵬
や
恵
４
脇
ｌ
ｊ
向
錨
入
↑

ろ
，
や
偽
瀧
沈
？
領
鷺
息
吹

沙
；
得
蝉
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鰍
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皇
乃
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ろ
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一

称
１
波

河
／
断
り
を

逝
一
罐

乃
永
姥
禽
が
歩
ｌ
の
域

I

錨

総
貧
る
き
ふ
Ｙ
Ｚ
紬
“
厨
澤
鵜

う画

歯
象

紳
叩
え
齢
の

里
ろ
ふ
破
く

人
ら
懐
独
ざ

碁 く
ぢ
ｔ

ろ
漉

ぬ

晋》、

河
ぐ
？
自
詐
の
秘

惨
挺
冷
皐

ろ
領
心
の
猫

ら
ｊ
る
ゑ
他
欠
灸

拙
Ｉ
ろ
称

、
脇
乃
介
Ｉ

IX 尋
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瓶 誌
謬
ｔ

う
ぐの

赫
牡
丸苑『、 蒲
掌
施
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郡
切
判
川
斜
割
洲
州
卿
川
紬
吋
均
患
鋤
電

縫
陽
芳
ｌ
喝
緯
多
諺
次
波
の
稗
虚
奏
蕊
水

液
ら
赫
川
Ｉ
誰
漁
乃
減
な
零
＄
☆
葛
蕊

や
つ
１
１
計
７
ｋ
州
外
Ｔ
鋤
噸
も
し
刊
ノ
さ
ｆ
継
承
武
毅
俊

瀧
糸
ャ
恥
漁
ら
ｆ
１
．
畠
感
ｒ
７
Ｉ
／
ひ
卜
救

児ｉ

ら
桐
懲
些
ワ
ミ
：
馳
為
～
ぬ
毛
尾
毛
今
災

唾
瀦
獅
疹
マ
ゾ
Ⅷ
ろ
蒋
深
蔀
Ｉ
詞
ハ
ゾ
オ
脚
潟
く
よ；
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１
１曠
野
隻
呼
冥
々

靴
帆
ら
！
代
務
湘
珊
ｒ
ｚ
亭
Ｌ
尋
１
鞄
～
ｆ
難
４
易
午
吹
１

３
瓜
１
２
人
軽
竹
Ⅷ
Ｉ
ｌ
菅
産
を
９
４
鵡
緋
卜
ｆ
ゆ
笛
忠

函
燗
の
妙
蔀
４
４
砂
？
、
箪
従
乃
己
Ｉ
受
予
肌

を
ム
ー
ｊ
仏
卜
Ａ
り
て
椛
河
曹
甕
念
よ
‐
Ｉ
の
ぬ

あ
§
ｆ
り
ｉ
ト
ー
ジ
ｒ
ヘ
話
陥
７
璽
馴
う
命
，
柔

維
惚
の
畷
＄
尋
；
ろ
甑
鼻
う
ち
式
る
く

｛
も
る
参
今
ク
易
Ｊ
な
く
Ｉ
速
～
り

●

ｎ
の
鬼
削
蜘
此
や
園
ろ

牟
及
を
け
６
ｊ
肌
を
今
塞
恥
払
帯
雀
ぽ
ｌ

シ
》
４
の
み
入
ノ
ハ
風
ソ
ｖ
ゆ
り
《
イ
ｈ
ｊ
鋒
Ｉ
Ｌ
う
よ
け
！
入
れ

職
雇
の
台

心
や
聖
啄
経
、
鼻
鰯
冷
符
可
沿
Ｙ
ｌ
繊
費
一
土
浦
Ｊ
八
・
鴬
》
息
，
合
、
ｌ
鈴
《
↑
鐸

ｉ
、
恥
拠
る
堂
著
菟
挫
ハ
ツ
ぐ
～
ろ
尋
心
や

像
鋼
ノ
Ｊ
今
ｊ
鰄
鋤
水

Ｉ
産
、 ；

４

必
も
…
凡
曝
乃
玲
亭
子
乃
継
ｉ
１
笹
蓬

墨
良
ｆ
ｌ
遵
違
烹
糺
零
を
男

熾
鰯

！ 氏
Ｉ
沸
乃
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漿ろ

脅蜜

麓

ｌ
さ
く
ｊ
い ヤ ．
r

リ
鵬い皇

久
稲
さ
当
了
を
く
一
丁
に
？
ｔ
ｆ
Ｉ
今

患
隅

念
蝿
仙
リ
ヤ
確
叩
典
鬼
願
へ
私
八
捌
川
ｌ
ム
ゼ

ぼ
り
Ｋ
仮
ふ
や
？
駁
渦
ろ
畠
煕
ｆ
Ｉ
里
為
寸

の
と
４
ｊ
～
や
乱
４
侭
噸
４
墓
協
を
侮
噺
く
営
篭

局
礎
ぐ
八
伽
Ⅲ
Ｋ
岬
叶
協
い
陥
恨
Ⅲ
Ⅳ
膨
卜
崎
附
殿

１，
ｈ
Ｗ
世
々
Ｅ
Ｏ
一
塁
一
』

易
曹
，
装
海
１
亨
さ
違
腹
久

澁
§
基
幾
Ｊ
毒
”
礎
Ｖ
寒

ら
ノ
ア
Ｉ
Ｙ
ｌ
り
の
，
ク
ヤ
ー
１
く
ノ
ヘ
リ
う
ゑ
Ａ
く
ノ
や
４

ふ
り
彰
？
さ
１
５
丸
八
そ
く
腿
ら
伽
、
Ｖ
よ
ｒ

〃
へ
稼
蘓
の
２
１
○
て
＆
り
ふ
必
勺
さ
呉
瞬
と足

I
＃
‐
島
渦
乃

’

今

２
人
雪
永
久
奇
驚
人
？
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貝
雪
刷
馴
削
剥
釧
謝

八
参
毒
歩
喰
ハ
こ
ぅ
ろ
噛
診
羊
１

脚
の
ｚ
１
糸
舟
人
八
鐙
規
召
堪
１

分
苛
学
９
ノ
ー
か
ｉ
Ｉ
ｊ
慰
参
鋤

向
す
て
堂
皐
ｊ
労
＃
ら
や
身
心
零
腿

沸
餓
う
ぐ
人
乃
彦
心
弘
ら
壮
刻
籠

私
諺
う
て
一
丁
虚
汽
ろ
か
獄
葺
え
ワ
、

含
う
す
人
↓
～
暑
〃
あ
わ
ｆ
／
、

注
ぐ
竈
４
約
り
あ
「
ｆ
く
弥
聡
竃

、
そ
畠
房
”
ザ
諺
ふ
す
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と
な
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ソ
ｚ
５
ｊ
Ｔ
墜
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巧
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～
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今
冬
擢
皇
乃
久

礎
辰
１
入
鑑
ｊ
あ
乞
賜
ハ
，
ｆ

寸
句
め
き
こ
ろ
巧
！
ま
身
〃
、

少
里
弓
承
傘
禽
ｒ
１
ｌ
ｔ
生
籟

榿
／
お
ヤ
当
く
く
皇
苫
テ
、
う
む

噂
４
／
永
＃
ふ
た
“
琵
侈
↓
β
Ａ
義

勇
ろ
ｌ
４
７
ｋ
ｆ
言
必
雰
？
く

ず
Ｆ
々
Ｉ
§
も
溌
燕
式
労
の
灸
峠
箭

蕊
挽
十
２
ず
く
箸
多
久
り
ふ
っ
皇
妙

フ
Ｊ
ｙ
ｆ
１
’
て
船
脚
印
ｆ
ｊ
″
側
の
う
／
、
↓
〃
抑
Ｊ
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
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Ｄ
Ｄ
ｒ
Ｄ
Ｌ
ｂ
Ｄ
■
Ｏ
Ｉ
ｒ
０
０
０
０
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
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町
４
，
ノ
秒
を
〃
１
次
門
ｒ
茎
は
姓
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一
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，

一
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？
４
あ
イ
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患
馨
ろ
う
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資
ご

他
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川
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？
ｊ
〆
吻
Ａ
ｒ
ｔ
Ａ
７
ｊ
《
ｒ
創
流
フ
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ト
ト
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”
”
わ
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醍
少
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鮴
”
八
一
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ソ
い
徴
《
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岬
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を
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ク
ー
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垂
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Ｊ
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／
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Ｔ
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ｌ
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懲
吸
γ
＃
ろ
ｊ
い
ふ
竿
そ
言
重
手

庇
を
っ
？
そ
嚇
跨
諾
ｉ
ｆ
？
＃
零

皇
貴
ｖ
の
わ
し
？
＃
ゅ
管
う
で

供
十
葱
乃
…
鑿
膨
苓
く
ぞ
息
う
…

膜
ノ
ー
ャ
躯
催
え
ゑ
摂
漁
曾
妃

ｊ
へ
薦
八
苫
以
ノ
〃
６
乃
川
褐
呼

八
側
八
ノ
制
偶
八
》
』
て
４
吋
と
り
ｊ
や
ノ
ー
、

必
ろ
微
？
加
了
ｔ
縦
１
魚
；
茸
で

…
！

綱
伽
州
獺
州
側
州
州
州
減
棚
帆

天
心
菱
す
き
吟
食
あ
荷
じ
基
豊
篭

、
イ
砦
う
さ
う
け
４
今
毒
逼
鐙
ろ
牛

ミ
ム
フ
Ｉ
給
綴
子
』

ザ
と
１
ｆ
７
Ｊ
さ
蝿
う
い
等
ｌ
や
３

Ｉ

『
４
日
１
０
Ｊ
座
■
４
１
二

・
識

承
る
や
ｊ
Ｉ
ｌ
Ａ
鴬
循
リ
掻
凝

釣
る
幸
Ｉ

月
；
Ｉ
緊
憩
亮
臭
量
九
夏
箕
ぞ
誉

勺

１
ｋ
Ａ
勺
§
朏
辱
え
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イ
ー

q
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才
ノ
を
沢
即
ｉ
ｙ
け
４
脆
貯
も
ｌ
ノ
ー
随
Ａ
鼠
人

ま
い
〃
閲
刀
り
，
Ａ
Ｉ
吟
腱
哉
零
を
易
か
傭
吻
似
く
耐

萄
の
″
Ｊ
３
認
侭
縄
１
州
Ｊ
千
、
■

吟
典
粉
斗
今
も
秘
彦
蔭
１
吋

出
城
鋤
〃
７
１
土
了
批
加
八
Ｉ
去
仏

人

一

ｈ
ぐ
り
も
１
１
鳥
胖
い
つ
え
帆
壼
彌
と
か
ｎ
Ｊ
、
へ
、
艮
殉

語
マ
撚
押
魂
？
う
ｉ
～
亀
了
矧
ら
よ
め
や
ふ
の
ゆ
て
，
外
〕
令
ノ
１
０、

協
〆
八
／
捗
る
ｌ
２
ｉ
割
い
Ａ
ｒ
１
ｏ
的
い
厩
一
つ
凋

登
鼠
仙
ｙ
い
く
ｈ
卿
八
／
と
ｒ
ｚ
さ
土
ｆ
山
肌
人

－
７
ｆ
ワ
別
ツ
ー
血
卿
ら
挫
腱
乃
乃
砂
子
？
？
祠

由
へ
よ
り
４
イ
ヵ
ｊ
耐
牛
呼
ｊ
々
小

沈
吋
貫
ｋ
先
の
ぞ
ゅ
の
〃
肌
や
；
〃
拶
れ
ゃ
同

禰
母
小
ク
リ
を
鳶
一
為
晶
き
め
壼

墓
陀
〆
渡
？
ぺ
辱
具
て
卜
；
幻
亨

使
ろ
ゑ
ｘ
亀
Ａ
Ｉ
才
上
を
ｒ
次

や
〃
冒
報
’
稚
八
藻
を
壁
；
茎
壬

と
ｆ
礼
脅
今
夕
：
そ
秘
や
ｊ
ｒ
ｊ

卜
重
宝
や
～
４
２
醗
崎
Ｋ
贈
協
い

ｊ
ム
Ｚ
ノ
リ
を

を
小
潅
舷
呼
乃
。
Ｙ
７
か
Ｉ
必
§
１
笈
の

遊
乃
調
７
０
｛
〃
診
§
鹿
咋
帯
八
？
き
め

洵
息
稲
背
令
‐
’
さ
～
ハ
キ
巡
達
圏
食

械
ハ
ノ
杉
ふ
く
り
り
室
の
波
の
懇
俄

Ⅷ
脱
も
裂
箏
２
ｆ
少
７
り
平
ん

鞠
を
２
７
Ｗ
今
～
γ
４
亨
閉
弱
１

○
節
Ｉ
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墨
診
く
ｆ
Ｉ
躯
紗
３
１
竿
寸
渡

と
と
め
獺
Ｙ
γ
小
柄
Ｙ
ｂ
型
肋
１
３
の
皿
狛
一
り
小

ｊ
、
省
く
く
い
令
７
号
怯
坐
坊
ら
忍
び
＃
ｊ

乳
ソ
州
叩
ｌ
熟
γ
ｊ
髪
八
馬
１
隅

〃
ｔ
斗
人
吻
乱
ら
や
で
室
才
＆

泥
潅
八
鶴
孵
ぺ
ゅ
イ
噂
ｒ
八
け
ソ
捗
凝
依
一
ハ
シ
夢
娠
臓
ソ
恥
訓
う
〃
、

あ
冬
脇
く
ふ
伽
〆
時
員
〆
ふ
う
尋

帽
の
溌
珍
と
た
う
協
弓
響
『
ｌ
ｖ
砂
を

河
ｆ
燭
の
う
ｆ
』
の
参
し
坐
し
傭
§
参
７
に

雑
１
彦
蝿
く
胤
秒
Ｊ
り
ん
吟
４
ノ
リ

ハ
飲
凋
田
・
紗
〃
‐
ノ
サ
ぬ
宏
迷
り
の
半
診
が
斗
貫
て

１

！
言

薩
蛾
杉
暴
き
ｒ
穿
一
侭
、
雪
冨
甜
ｊ
Ｊ

篭
＃
１
ｔ
味
‐
達
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